
 

大分県公立高校入試徹底分析【英語】 
 
【形式・難易度】 
試験時間 50分 配点 60点 

問題構成 

リスニング・対話文3題・英作文1題・長文1題。 
リスニングは11点。対話文はそれぞれ10・15点。英作文は10点。長文は14点。 
配点60点のうち、英語を書いて答える問題は書き抜き等ふくめて22点分ある。一般的な対話文
や長文はもちろん、ポスターやグラフを英文と照らし合わせて答える問題も出題された。様々な

ジャンルの英文を素早くかつ正確に読み取る読解力、条件に沿って英語を記述する表現力が問

われている。 
 

 令和8年度(2026)  令和7年度(2025)  令和6年度(2024) 令和5年度(2023) 令和4年度(2022)  

問題量（A４で） 10ページ分 10ページ分 10ページ分 10ページ分 10ページ分 

小問数 30問 30問 31問 31問 30問 

論述問題の数 3問 3問 4問 4問 3問 

論述問題配点 12点 12点 15点 17点 13点 

受験者平均点 28.5点 26.9点 27.0点 27.4点 35.2点 

 
【出題の傾向と対策】 
①リスニングは，A～Cの3題構成。A：対話に合う絵を選ぶ問題。B：自転車レースのアナウンスを聞き、 

　質問の答えに合う記号を選ぶ問題。C：インタビューを聞き、質問の答えに合う記号を選ぶ問題が出題。 

 

 
 
 
 
 
 
 
②対話文は，表を読み取って答える問題、本文の内容を要約した選択肢を選ぶ問題、 
　文中の空欄にあてはまる英文を自分で考えて答える問題などが出題された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
③英作文は、対話文中の空欄に入る英語表現を自分で考えて書いたり、対話文と関連する内容を 
　自分で考えて書いたりする問題などが出題された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


